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老
い
の
散
策
『
学
ぶ
脳
』
へ
の
道 

伊
藤 

眞
作 

① 

こ
の
文
は
、
自
著
『
ま
た
と
な
い

、
、
、
、
、
今、
を、
悔、
い
な
く

、
、
、
生、
き
よ
う

、
、
、
』

（
株
・
メ
デ
ィ
ア
ド
ゥ
発
行
）
の
関
連
な
ど
か
ら
始
ま
っ
た
随

想
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
天
命
を
よ
そ
に
別
に
す
れ
ば
、
こ
の

始
ま
っ
た
シ
リ
ー
ズ
だ
け
で
も
、
四
年
ほ
ど
は
あ
る
。
絶
筆
ま

で
、
こ
こ
を
自
分
の
死
に
場
所
と
決
め
、
老
体
に
ふ
さ
わ
し
い

歩
幅
と
テ
ン
ポ
で
、
枠
を
超
え
た
散
策
の
第
一
歩
を
、
い
ま
、

こ
こ
に
印
す
。 

 

一
、
序
章 

『
ま
た
と
な
い
今
を
悔
い
な
く
生
き
よ
う
』
の
読
者
の
方
へ

（
Ａ
）
出
版
の
狙
い 

 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
お
か
げ
で
、
宇
宙
が
膨
張
の
最
中
に

あ
る
事
は
遍
く
知
ら
れ
て
い
る
。 

し
か
し
、
今
後
の
宇
宙
の
行
く
末
に
つ
い
て
は
、
相
対
立
す

る
学
説
が
二
つ
在
り
、
現
時
点
で
は
双
方
と
も
優
劣
つ
け
難
く
、

相
争
っ
て
い
る
処
で
あ
る
。 

ひ
と
つ
は
、
こ
の
宇
宙
は
、
ど
ん
ど
ん
膨
張
を
続
け
て
発
散

し
て
、
つ
い
に
は
、
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
学
説
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
今
後
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
な
り
、
忽
ち
収

縮
に
転
じ
、
や
が
て
は
一
点
に
な
っ
て
し
ま
い
、
再
び
ビ
ッ
グ

バ
ン
が
発
生
し
、
永
遠
に
こ
れ
を
繰
り
返
す
と
い
う
学
説
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
宇
宙
は
、
一
点
に
な
る
か
ゼ
ロ
に
な
る
か
に
過

ぎ
な
い
。 

ま
た
、
太
陽
も
膨
張
を
続
け
て
い
る
。
太
陽
は
人
間
で
言
え

ば
２
０
歳
ぐ
ら
い
だ
が
、
今
後
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な
り
、
地
球

の
軌
道
位
に
な
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
な
り
、
大
爆
発
を
起

こ
し
、
死
を
迎
え
る
。 

ま
た
、
地
球
上
も
、
気
温
上
昇
が
や
ま
ず
、
平
均
セ
ッ
氏
４

度
の
上
昇
が
あ
れ
ば
、
極
端
な
食
糧
難
の
た
め
、
世
界
人
口

、
、
、
、
の、

半
分
近

、
、
、
く
が
、
、
餓
死
、
、
す
る
、
、
、
と
大
騒
ぎ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
の

世
に
あ
る
も
の
の
一
切
で
「
永
遠
」
と
言
い
切
れ
る
物
は
何
も

な
い
、
と
私
は
信
じ
て
い
る
。
神
や
仏
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り

詳
し
く
な
い
が
、
仮
に
、
地
球
が
、
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の

ゴ
ミ
と
な
っ
た
時
、
そ
れ
ら
が
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
は
、

そ
れ
ら
の
人
に
確
か
め
て
欲
し
い
。 

唯
一
「
確、
か、
」
だ
と
断
言
出
来
る
の
は
た
だ
一
つ
、
自
分
が

「
ま
た
と
な
い

、
、
、
、
、
今、
を、
」
こ
こ
に
こ
う
し
て
生、
き
て
い
る

、
、
、
、
と
い
う

厳
粛
な
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
生、
き
て
い
る

、
、
、
、
と
は
何
か
。
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「
生
き
て
い
る
と
は
、
死、
に、
対、
し
て
、
、
具
体
的
に
、
勝
利
、
、
し
た
、
、
結、

果、
で
あ
る
」 

本
来
な
ら
ば
政
治
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
祝
福
、
、
し
、
更
に
援、

助、
を
強
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

そ
の
為
に
我
々
は
、
議
員
を
選
ん
だ
の
に
、
あ
く
ま
で
も
「
自

己
責
任
」
を
押
し
つ
け
、「
在
宅
死
」
を
強
要
し
て
、
平
然
と
構

え
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
原
因
で
あ
る
ベ
ッ
ド
数
を
減
ら
し
、

病
院
の
統
廃
合
を
勧
め
る
。
自
粛
は
言
う
が
補
助
金
は
出
さ
な

い
。 あ

の
竹
中
平
蔵
は
ワ
ト
キ
ン
ソ
ン
と
共
に
「
中
小
企
業
を
潰

し
て
半
分
に
し
ろ
」
と
絶
叫
す
る
。 

そ
れ
ら
の
金
を
「
台
湾
防
衛
」
と
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を

あ
げ
る
た
め
に
使
う
。
バ
イ
デ
ン
の
ご
機
嫌
取
り
だ
。
ま
る
で

軍
隊
で
は
な
い
か
。 

今
、
台
湾
近
く
に
は
、
米
、
英
、
独
の
艦
隊
が
ひ
し
め
く
。

こ
れ
に
参
戦
し
よ
う
と
す
る
日
本
は
、
自
衛
隊
員
だ
け
で
は
人

数
が
少
な
過
ぎ
る
の
で
、
憲
法
を
改
悪
し
、
国
民
皆
兵

、
、
、
、
を
施
行

し
よ
う
し
と
、
岸
田
は
必
死
で
あ
る
。
い
つ
も
、
戦
争
は
外
国
、
、

の、
防
衛
、
、
か
ら
だ
。 

も
し
、
こ
れ
に
成
功
す
れ
ば
、
戦
争
は
避
け
ら
れ
な
い
。
中

国
は
、
日
本
に
５
０
基
以
上
あ
る
原
発
に
、
一
斉
に
通
常
ミ
サ

イ
ル
を
ブ
チ
込
む
だ
け
で
日
本
列
島
は
「
３
・
１
１
の
日
本
列

島
」
と
化
し
、
核、
を、
用、
い
ず
に

、
、
、
、
一
瞬
、
、
に
し
て
日
本
列
島
は
、

死
の
島
と
化
す
。 

な
ぜ
、
中
国
に
「
国
連
憲
章

、
、
、
、
を、
守、
れ、
」
と
、「
世
界
人
権

、
、
、
、
宣
言
、
、

を、
守、
れ、
」
と
平
和
交
渉
が
出
来
な
い
の
か
。
理
由
は
簡
単
だ
。 

戦
争
を
す
れ
ば
必
ず
、
金
儲
、
、
け、
が
出
来
る
か
ら
だ
。
軍
需
産

業
の
強
い
要
請
が
あ
る
か
ら
だ
。
資
本
主
義
は
、
コ
ロ
ナ
の
お

蔭
で
、
こ
れ
以
外
に
活
路
が
無
く
な
っ
た
の
だ
。
コ
ロ
ナ
患
者

の
数
は
、
す
で
に
三
億
人
（
米
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
２
０
２
０
年

１
月
１
１
日
）
を
超
え
、
更
に
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
の
大
流
行
が
開

始
さ
れ
た
。
い
つ
我
が
身
な
の
か
。 

大
部
長
く
な
っ
た
が
、
結
論
を
言
う
。 

今
ほ
ど
、
生
命
、
、
が
、
、
、
世
界
的

、
、
、
に、
軽、
ん
じ
ら
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
、
時、
は
な

い
。
だ
か
ら
、
せ
っ
か
く
「
ま
た
と
な
い

、
、
、
、
、
今、
を、
」
生、
き
て
い
る

、
、
、
、

人
々
、
、
は
、
こ
れ
ら
の

、
、
、
、
死、
と、
闘、
い、
抜、
き
、
、
、
生、
き、
続、
け
よ
う

、
、
、
で
は
な

い
か
。
皆、
で、
総
力
、
、
を
合
わ
せ
、
こ
こ
を
乗、
り、
切、
っ、
て
こ
そ
我
々

に
新
た
な
世
界
が
訪
れ
る
の
だ
。 

誤
解
を
解
く
た
め
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の
文
は
、
ヒ

ト
ラ
ー
、
ス
タ
ー
リ
ン
、
毛
沢
東
、
習
近
平
、
資
本
主
義
に
も

ざ
ら
に
い
る
が
、
日
本
で
も
、
安
倍
、
菅
、
岸
田
な
ど
そ
の
と

り
巻
き
連
中
の
為
に
書
い
た
文
で
は
な
い
。
逆
に
、
こ
れ
ら
の

た
め
、
現
在
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
「
今
」
を
体
験
し
て
い
る
、

全
て
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
く
て
ペ
ン
を
執
っ
た
文
章
で
あ
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る
こ
と
を
、
こ
こ
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。 

家
族
の
協
力
な
し
に
、
こ
の
文
は
無
か
っ
た
。「
ひ
と
を
助
け

る
と
は
己
を
助
け
る
事
」
と
知
っ
た
。 

 

二
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ッ
ド

の
地
の
壁
画
」
お
よ
び
、
現
代
抽
象
画
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

絵
画
、
の
鑑
賞
の
た
め
に 

（
Ⅰ
）
の
段
階 

そ
の
絵
は
、
私
の
傍
ら
に
そ
そ
り
立
っ
て
居
た
。
そ
の
存
在

感
に
、
つ
い
威
圧
さ
れ
て
し
ま
う
。
さ
っ
き
か
ら
、
こ
の
絵
画

か
ら
は
立
ち
去
り
た
く
な
い
。
こ
れ
は
普
通
の
抽
象
画
で
は
な

い
。
表
面
だ
け
小
綺
麗
に
纏
っ
た
、
売
り
た
い
が
た
め
の
他
所

ゆ
き
の
顔
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
他
人
を
遠
ざ
け
る
表
情
さ
え

明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
の
絵
画
は
、
あ
る
派
の
層

を
意
識
的
に
嫌
悪
に
排
除
し
て
い
る
。
逆
に
表
現
す
れ
ば
、
そ

れ
に
敵
対
す
る
派
か
ら
は
熱
烈
に
歓
迎
さ
れ
る
。
言
わ
ば
そ
の

人
々
に
と
っ
て
は
、
守
護
神
に
違
い
な
い
。
大
衆
的
に
「
も
の
」

を
表
現
す
る
中
核
を
な
す
、
い
わ
ば
思
想
、
、
の、
階
級
、
、
性、
に
優
れ
た

数
少
な
い
抽
象
絵
画
家
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
後
に
行
く
に

従
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
具
体
的
に
な
る
。 

こ
の
大
切
な
思
想
闘
争
に
敗
れ
、
と
う
と
う
、
す
っ
か
り

変
質
し
ま
い
、
作
品
も
ろ
と
も
「
歴
史
の
藻
屑
」
に
成
り
果

て
た
。
い
わ
ば
、
芸
術
家
ク
ズ
レ
の
い
ろ
ん
な
例
が
『
近
代

人
の
疎
外
』
（
パ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
・
岩
波
新
書
）
に
あ
る
。

ご
一
読
を
お
勧
め
す
る
。
芸
術
、
マ
ス
コ
ミ
、
宗
教
、
政
治

な
ど
の
裏
が
解
る
。 

し
か
し
、
言
っ
て
お
く
が
、
こ
れ
は
（
Ⅲ
）
に
進
ん
で
か

ら
、
具
体
的
に
は
や
っ
と
認
識
で
き
る(

＊)

筈
な
の
だ
が…

…

。 

で
は
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
絵
画
の
前
を
立
ち
去
る
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。 

そ
れ
は
、
こ
の
絵
画
の
持
つ
独
自
の
表
情
、
再
言
す
る
な
ら

ば
、
こ
の
絵
画
は
、
全
人
類
の
為
に
描
か
れ
た
れ
た
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
知
り
、
見
当
の
方
向
が
か
す
か
に
で
も
掴
め
始
め

れ
ば
い
い
。
題
名
は
捨
象
し
て
か
ま
わ
な
い
。
い
わ
ば
、
禅
宗

の
「
隻
手
の
声
や
如
何
に
」
と
問
う
こ
と
に
よ
り
、
常
識
的
判

断
を
乗
り
越
え
さ
せ
る
為
に
行
な
わ
れ
て
い
る
一
種
の
方
便
に

過
ぎ
な
い
。
殊
に
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
急
死
の
結
果
、

友
人
の
詩
人
が
名
付
け
た
も
の
が
殆
ど
な
の
だ
。
だ
か
ら
「
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
レ
ッ
ド
の
地
の
壁
画
」
を
、
ポ
ロ
ッ
ク
自
身
が
考

え
て
い
た
と
い
う
保
証
は
、
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
確
か
な
こ
と

は
、
あ
な
た
が
題
を
よ
そ
に
、
直
接
、
、
画
布
、
、
と、
向、
き、
合、
い、
、
画
布

か
ら
直
に
知
り
得
る
「
息
遣
、
、
い、
」
あ
る
い
は
「
間、
」
、「
呼
吸
、
、
」
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と
い
う
か
、
あ
る
い
は
「
脈
拍
、
、
」
と
い
う
か
、
と
に
か
く
、
こ

の
絵
画
に
固
有
、
、
の、
生
命
、
、
、
と
に
か
く
「
こ
の
絵
画
は
生、
き
て
い

、
、
、

る、
ん
だ
」
と
感
得
す
る
ま
で
、
絵
画
の
傍
ら
に
立
ち
尽
く
す
こ

と
だ
。 

（
Ⅱ
）
の
段
階 

こ
こ
は
非
常
に
単
純
だ
。
誰
に
で
も
、
ス
グ
出
来
る
。
あ
の

絵
画
を
見
終
っ
た
ら
、
グ
ズ
グ
ズ

、
、
、
、
せ
ず
、
、
に
、
忽
ち
帰
路
に
つ
く

事
だ
。
見
残
し
た
作
品
ま
で
巡
っ
て
し
ま
う
か
ら
い
け
な
い
。

ま
ず
作
者
を
忘
れ
な
さ
い
、
次
に
題
名
、
次
に
画
面
を…

…

、

つ
ま
り
、
す
っ
か
り
初
期
化
し
て
し
ま
う
こ
と
、
あ
の
絵
に
ま

つ
わ
る
一
切
を
忘
れ
る
こ
と
だ
。
あ
の
絵
画
の
思
想
の
レ
ベ
ル

を
自
ら
の
脳
内
で
発
酵
、
、(

＊)

さ
せ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
時

間
で
あ
り
、「
固
有
、
、
の、
周
期
、
、
」(

＊)

を
持
つ
。
だ
か
ら
、
そ
の
瞬

間
ま
で
は
、
あ
の
絵
画
、
画
家
も
流
派
も
忘
れ
、
完
全
に
自
ら

の
日
常
に
埋
没
し
て
し
ま
う
こ
と
だ
。 

先
ず
階
段
に
ぞ
う
き
ん
を
掛
け
た
り
、
お
客
様
に
商
品
を
説

明
し
た
り
、
ひ
た
す
ら
「
ぼ
ん
や
り
す
る

、
、
、
、
、
、
」(

＊)

こ
と
だ
。 

（
Ⅲ
）
の
段
階 

い
つ
か
、
あ
る
、
、
瞬
間
、
、
、
忘
れ
て
い
た
筈
の
あ
の
絵
画
が
、
そ

の
具
体
的
内
容

、
、
、
、
、
ど
こ
ろ
か
そ
の
価
値
観

、
、
、
迄
も
整
え
て
、
い
わ
ば
、

あ
な
た
に
と
っ
て
の
思
想
的

、
、
、
階
級
性

、
、
、
も
備
え
乍
ら
、
そ
の
全
身

を
惜
し
げ
も
な
く
晒
す(

＊)

。
こ
こ
に
絵
画
鑑
賞

、
、
、
、
の、
醍
醐
味

、
、
、
が

存
在
す
る
。 

あ
の
ピ
カ
ソ
も
言
っ
た
。 

「
決
し
て
捜
す
な
、
発
見
、
、
せ
よ
、
、
‼
」
と
。 

 

そ
の
訪
れ
が
来
な
か
っ
た
時
に
は
、
そ
の
絵
画
は
、
あ
な
た

と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
絵
画
は
、
あ
な

た
に
と
っ
て
無
縁
な
存
在
で
あ
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。 

あ
な
た
が
知
ら
な
か
っ
た
だ
け
に
過
ぎ
な
か
か
っ
た
も
う
一

人
の
あ
な
た
が
、
あ
な
た
の
目
の
前
に
実
在
し
て
い
る
の
だ
。

マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
の
中
で
、「
商
品
Ａ
は
自
身
の
価
値
を
、

向
か
い
合
う
商
品
Ｂ
の
姿
を
借
り
て
表
現
し
て
い
る
」
旨
、
書

い
て
い
る
。
そ
れ
に
フ
ロ
イ
ト
深
層
心
理
学
の
「
ロ
ー
ル
シ
ャ

ハ
パ
タ
ー
ン
」
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
、
リ
ー
マ
ン
幾
何
学
の

測
地
線
上
の
遠
点
、
な
ど
な
ど
考
え
出
せ
ば
き
り
が
な
い
。
し

か
し
確
か
な
の
は
、
そ
れ
が
あ
な
た
の
ほ
と
り
に
あ
る
こ
と
だ
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
も
う
一
人
の
あ
な
た
は
、
こ
の
世
に
実

在
す
る
。
そ
れ
を
発
見
す
る
事
も
、
あ
な
た
の
人
生
の
重
要
な

一
部
で
あ
る
。
人
生
観

、
、
、
を、
一
変
、
、
さ
せ
て
く
れ
る
の
だ
。
そ
れ
は
、

絵
画
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
ア
ン
テ
ナ
を
広
く
張
り
つ
ゝ
、

日
々
生
き
続
け
よ
う
で
は
な
い
か
。 


